
「地⽅移住を促す構造変化」

國學院⼤學研究開発推進機構
地域マネジメント研究センター

准教授 嵩和雄

20211126 ⽇本公庫・研究フォーラム2021



地⽅移住をめぐる現状



変容する地⽅移住の形

Uターン

Iターン Jターン

地⽅出⾝者が都会に出
たあと、もともと住ん
でいた地⽅に戻る

都会出⾝者が縁のない
地⽅に移り住む

地⽅出⾝者が都会に出
たあと、出⾝地でない
近隣地域に移り住む

孫ターン Xターン都市出⾝者の孫の世代
が祖⽗⺟の住む地⽅に
移り住む

離婚後に親元に移り住む

⼆地域居住
⼆拠点居住

都会を軸⾜とした週末
移住から、地⽅を拠点
にしたマルチハビテー
ションに変化

アドレス
ホッパー

嫁ターン
都市出⾝者が地⽅の奥さん
の出⾝地に移り住む（奥さ
んにとってはUターン）

拠点を持たずに、ゲス
トハウスやシェアハウ
スなどを転々として暮
らすフリーランス



• 引越し︓「住む場所」を変えること
• 住む場所以外は何も変わらない

• 移住︓「⽣活スタイル」を変えること
• ⽣き⽅・暮らし⽅そのものを変える⾏為

「移住」とはなにか︖

あらためて「移住」とは
『仕事や家族の事情ではなく「暮らし⽅その
ものを変える」という⽬的を持っての転居』

・・・⽬的ではなく「⼿段」

距離や住環境だけでは判断できない、
本⼈の意思にもとづく⾏為

神奈川県出⾝︓⾃称「湘南ボーイ」
・新潟県の私⼤教員から徳島県の
国⽴⼤学に転職。

新潟県⻑岡市→徳島県徳島市へ
・・・引越し

徳島市内→約30分の佐那河内村へ
・・・移住

Ｔさん
（⼤学教員）の
ケース



リーマン・ショック ・・・「消極的移住」
Ø 就労の場を求めて⽥舎へ（⼀次産業）

東⽇本⼤震災 ・・・「疎開的移住」
Ø「⽥舎」から「地⽅都市」へ

⽥園回帰 ・・・「積極的移住」
Ø Uターン、起業、多拠点居住

現状の暮らしへの
不安・不満

地⽅暮らしの魅⼒
+α

社会情勢の変化による移住スタイルの変容

移住を考えるきっかけ → 今の⽣活への不安や不満



⼀般化する地⽅移住

「⽥舎暮らし」ではない「地⽅暮らし」の発⾒
・・・第⼆の ʻʼDISCOVER JAPANʻʼ

•東⽇本⼤震災を契機とした⾸都圏からの脱出組
•地⽅移住そのものの含意が広くなる

ライフスタイルを極端に変えたくない
“疎開的移住者”

VS
ライフスタイルの変⾰を望む

”アメニティ・ムーバー“

地⽅都市へ
の関⼼

農⼭村への
関⼼
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都市住⺠の「価値観」と「移住の概念」の変化
都市の価値の低下

若者の地⽅志向（Ｕターン志向）20歳代後半〜 … ライフステージの転換期
Ø スマートフォン・SNSの普及→途切れない⼈間関係と情報の同時性
Ø 結婚〜出産〜⼦育て等、中⻑期的な将来設計を考える時期

→ 相対的に「東京」の価値が下がるタイミング
東⽇本⼤震災〜新型コロナ … 都市⽣活への不安と現状の住まいへの不満
Ø都市⽣活のリスクが顕在化 ※都市＝⼈⼝規模が⼤きい、密度が⾼い、異質性・移動性が⾼い
リモートワーク移住

Ø転職を伴わない移住（出社を前提としない働き⽅）
Ø1時間半程度の通勤時間は許容（週に2⽇程度の出勤）

消極的移住
Ø経済情勢の悪化による失業者の増加

Ø⽣活コストを下げるための移住、⼀次産業、地域おこし協⼒隊等への就労）



移住をめぐる課題（コロナ禍以前）



移住にあたっての３つの課題

なりわいの課題 ⼀次産業の担い⼿不⾜・やりたい仕事がないミスマッチ
Ø圧倒的に多い「就労」希望者 ・・・「仕事」はあるが「職場」がない
Ø「雇⽤」から起業・継業へ ・・・起業のケースでも「多業」「複業」

すまいの課題 急増する地⽅の空き家 ＶＳ 借りたいけど借りられない都市住⺠
• 圧倒的に多い賃貸ニーズ・・・空き家所有者の⼼理的・⾦銭的ハードル
• ⼼理的ハードル（知らない⼈に貸したくない、貸し出す抵抗感）
• ⾦銭的ハードル（⼤家として住宅の改修費⽤が出せない）

• 流動化しない「空き家」に対しての施策・・・空き家バンク

コミュニティ（受け⼊れ体制）の課題
• 地域住⺠の意識・・・ヨソモノへの不安
• ⾃分ごとにならない・・・現状認識不⾜（現実逃避と諦念）



「仕事」の問題として考えてしまうと、移住者個⼈の就労問題
となり農⼭漁村のコミュニティの問題としては捉えられにくい。

→農⼭漁村側がこの課題に積極的にかかわるには、地域資源
を活⽤した「なりわい」という捉え⽅が重要。

キーワード︓ローカルワーク・マルチワーク・継業

「なりわい」という考え⽅

地域のなりわいづくり
就業（就農）だけではなく起業や継業という発想と仕掛け
づくり ⇒ 地域づくり戦略において重要なポイント



希望する就労形態（ふるさと回帰⽀援センター︓2016-20）※複数回答
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ローカルワーク・・・移住者の求める「働き⽅」
• 賃⾦だけでない、地⽅ならではの「やりがい」を求めて
• 「求⼈情報」だけでは伝わらない地元企業の魅⼒をどう伝えるか

→分野ごとの「ローカルワークコーディネーター」による掘り起こし
（ローカルワーク in 北海道）

https://www.kuraso-hokkaido.com/localwork/



マルチワーク（複業）によるなりわいづくり
¤ヨソモノ × 地域課題解決
中⼭間地域の課題となっている
「⿃獣害」という課題を解決したい
• 学⽣時代に取得した狩猟免許を活かし「ハンター⺠宿」と
して起業。

• NPO職員とのマルチワーク

ハンター⺠宿 BA-BAR ⿃取県⿃取市 梅野知⼦さん



移住者の起業︓ビジネスイメージの変化

• そば屋（⼿打ち）

• パン屋（天然酵⺟）

• 陶芸家（⾃⼰流）

• ペンション（⾃慢の料理）

• カフェ（⾃然派）

• パン屋（かわいい系）

• ものづくり（クラフト系）

• ゲストハウス（DIY型）

⾃⼰実現の追求→本格志向 ⾝の丈にあった起業

＆ 上記をミックス



若い移住起業家のコミュニティ意識（キーワードから）

ソーシャル
やり甲斐、関係性

ローカル
拠点づくり、地域性

シェア
脱消費、共有性

リノベーション
再利⽤、創造性

農
⼭
村
型
社
会
起
業
家

⾃⼰実現→共創の地域づくり
みんなの幸せ＝⾃⼰実現＋地域貢献
⼩さななりわい・・・⼩商い



『移住者の地域起業による農⼭村再⽣』
• 地域起業 → 地域のなりわいづくり
• 農⼭村の地域資源を活⽤した「地域のなりわいづくり」
• 移住者の⽴場と農⼭村の⾏政やコミュニティの⽴場の双⽅から考える
• 地域の既存のなりわいを引き継ぐ「継業」の可能性

筒井⼀伸・嵩和雄・佐久間康富 著
⼩⽥切徳美 監修 筑波書房 2014年

農⼭村
コミュニティ

「移住」移住者

地域のなりわいづくり

新たな地域の価値創造

⽣活の糧・
⾃⼰実現

地域資源の
活⽤



移住から起業までのプロセス
起業前の準備
体験・研修で地域と
の関係構築
Ø 都市農村交流の裾野
を広げる重要性

Ø 地域での世話⼈・
コーディネーターの
重要性

複数局⾯の併存
相互に関連させられ
る利点、半農半X
Ø 1次産業の季節変動
への対応、⽣産加⼯
品をお客さんに提供

起業の前の準備

複数局面の併存

『移住者の地域起業による農⼭村再⽣』 筑波書房 2014年9⽉, 筒井⼀伸・嵩和雄・佐久間康富 著 ⼩⽥切徳美 監修



移住者の“起業”の難しさ

•関係づくり
•ニーズの把握
•顧客づくり

『起業家⽀援事業』等による
官製起業家育成の危うさ

ゼロからの

「起業前の準備」とよろず相談に乗れる「世話⼈」「後⾒⼈」が重要

後継者がいない既存のなりわい
＋ 移住者による新たなチャレンジ＝継業

後継者不⾜に悩む「地域のなりわい」を「移住者が引き継ぐ」



担い⼿不⾜の現実

経営者の⾼齢化による後継者難、従業員不⾜を背景とした休廃業・解散が増加。
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地域のなりわいを受け継ぐ「継業」
「継業」︓既にあるなりわいなので農⼭漁村側にとってもイメージ
がしやすく、地域づくり戦略の上に位置づけやすい。
「継業」のメリット︓なりわいの経営基盤を引き継ぎ、ヨソモノ視
点での地域資源の再価値化と再活⽤化を⽬指す。
地域において連綿と続く暮らしを継承していくための後継者づくりという捉え
⽅。



地域のなりわいを継ぐ・・・起業から継業へ
秋⽥県由利本荘市︓地域の事業所の廃業（後継者不在）

→ 地元の活⼒低下と不便さに直⾯ → ⾏政のバックアップ
移住者の「なりわい」問題
・パン屋の継業

秋⽥市内からパン職⼈
・カフェの継業

愛知県から未経験の異業種
＞店での修⾏からスタート

継がせる思いと継ぐ思いを埋める並⾛
期間が重要



「継業」への注⽬

『移住者による継業』筒井⼀伸・
尾原浩⼦ 筑波書房 2018年

『TURNS』第⼀プログレス
2018年 Vol.27

『季刊地域』農⽂協
2018年 No.33



᳸ ᣃᢊ府Ⴤとして全国で初めてᆆ住ᎍによるዒ業を支援するプロジェクト ᳸

担 当 ᎍ ᆆ住定住推ᡶᛢ 小倉

ᡲ ዂ 先 ᲪᲱᲭ-ᲮᲮᲫ-ᲬᲳᲭᲪ

事業ᛇኬは
ᘻ᩿へ

わかやまᆆ住ᎍዒ業支援事業
けいぎょう

ᢅျ地域では後ዒᎍ不ឱにより、商店ሁの廃業が増加し、

地域機Ꮱやにぎわいの低下がᙸ受けられます。

一方、ᣃ会での仕事中心のဃをᙸႺし、ᐯ分らしいライフ

スタイルを൭め、地方でឪ業し、地域にᝡྂしたいというᒉᎍ

が、Ⴤ外から和ജ山Ⴤへᆆ住しています。

「地域で営まれてきたナリワイを引ዒぐ」

Ⴤでは、後ዒᎍを൭める事業主と意欲あるᆆ住ᎍのマッチン

グを支援し、ዒ業に係るኺᝲをᙀ助する支援を始めています。

●ዒ業とはᲹ
地域の“なりわい”を引きዒぎつつ、ᆆ住ᎍならではの新たなᙻໜにより再性化して、

地域でዒዓできるなりわいを営むことです。
例えば…

よろず商店→商店Ქ古い家屋をかしたカフェ

ᣒ屋→ᣒ屋Ქ出張ᚾᝤ売 など

「継業」の広がり・・・地域での動き

岐⾩県 継業⽀援「あとつぎDB」和歌⼭県 わかやま移住者継業⽀援事業 富⼭県氷⾒市「氷⾒で継なぐ」



「継業」の広がり・・・全国プラットフォーム
「Relay」 「ニホン継業バンク」 https://keigyo.jp/https://relay.town/



ネオ兼業農家・・・マルチワーク（継業+複業）
みかん農家の廃業（後継者不在）→ 地域の課題×移住者のなりわい

→ 農家の継業 ＋ ゲストハウス + 古本屋
+ カフェ + 床貼り + テントサウナ etc

新規就農のネックとなる「農地」「住まい」「販路」を
継承

「みかん農家の宿 あおとくる / 古書ブン」https://aotokuru.com/



「移住創業」= 地域の価値を⾼めるなりわいづくり
移住者の役割
期待される「他者のまなざし」⇒「交流の鏡効果」
• 意図的に仕組むことで都市住⺠が「鏡」となり、地元の⼈々が地域の価値
を都市住⺠の⽬を通じて⾒つめ直す効果を持つ。
Ø地域資源の再発⾒
Ø誇りの涵養・醸成
Ø知識の移転

同様の視点は「なりわいづくり」においても重要
・移住者のなりわいづくり × 新しいコミュニティの戦略＝新たな価値創造


